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　我が国経済はアベノミクスの取組みの下、緩やかな回復基調が続いているが、そ

の一方で海外の政治経済は混迷を深めており不安定さを増している。

　予算編成の背景となる国の基本方針とその概要は、地方財政について地方の安定

的な財政運営に必要となる一般財源は、平成２８年度の水準を下回らないよう実質

同水準を確保することとされている。このことを踏まえた平成２９年度の地方交付

税交付金は、前年度当初予算に対して３,７０５億円減の１６兆３,２９８億円を確

保し、臨時財政対策債を前年度比３４億円増額し４兆円とすることで、前年度並み

の予算を確保している。

　以上のことを前提に編成された諸塚村の平成２９年度一般会計当初予算は、３０

億８,３００万円で、対前年度比２,５００万円の増となり、行政需要の変化や国県

の予算編成の動向にも充分留意するとともに、村民ニーズに沿うものとなってい

る。具体的には、子ども子育て支援、高齢者支援、農林業振興対策、商工業振興対

策、村道及び林道開設改良事業等、必要性や緊急性を重視するとともに、村民の視

点に立った効率的な予算配分がなされている。

　事業面では「子育て、健康、生きがいづくり」として、子ども子育て支援センタ

ーの設置、総合検診の年齢幅拡充や老人福祉館改修事業は福祉の充実をはかるとと

もに、地方創生拠点整備交付金を活用した、しいたけの館２１の全面改修、さらに

は安心安全な地域づくりのための防災行政無線など情報通信網の整備、移住定住推

進事業や諸塚村独自のインターンシップ事業も計画されている。

　また、川の口地区の小水力発電所の開設に伴い、今回新たに発足された発電事業

特別会計においては、適正な管理運営がなされることを希望するものである。

　本村を取り巻く情勢は、人口減少や少子高齢化など依然として厳しい状況ではあ

るが、本予算が的確に執行され、村民生活が安定することを切望し総括とする。

総括意見

個別意見
・人材不足に対するインセンティブ施策の推進
・事業発注時の発注者、設計者、施工者の相互連携の確認 
・農林業の所得向上への取り組み

30億8,300万円（当初予算）
平成29年度一般会計予算

平成29年　第1回定例会
（前年度 30億5,800万円　比較 2,500万円増）

諸塚商店街 諸塚村役場周辺

議会費 総務費 民生費 衛生費 農林水産費

商工費 土木費 消防費 教育費 災害復旧費

予備費 公債費

4,600万円 6億7,000万円 3億9,900万円 1億4,900万円 6億2,700万円

3,500万円 3億4,000万円 3,600万円 2億2,600万円 1,100万円

1,000万円 3億3,200万円

単位：千円

特　別　会　計
会 計 名

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介護保険事業特別会計
簡 易 水 道 事 業
公 共 下 水 道 事 業
診 療 所 事 業
発 電 事 業
特 別 会 計 合 計

予 算 額
381,152
32,867
258,915
36,047
14,964
334,220
2,215

1,060,380
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一

質
般

問
今
回
五
名
の
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。

し
い
た
け
の
館
リ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
う

観
光
協
会
の
移
転
に
つ
い
て

単
身
者
用
住
宅
の

建
設
に
つ
い
て

黒木　重人 議員

予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

林
業
施
策
に
つ
い
て

椎
茸
産
業
に
つ
い
て

堀　英博 議員

村
の
基
金
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
つ
い
て

中田　政雄 議員

国
道
５
０
３
号
の
改
良
促
進
と
飯
干
ト
ン
ネ
ル
の

早
期
着
工
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

岩本　國和 議員

西川村長

黒
木
議
員

　
　

し
い
た
け
の
館
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
が
計
画
さ
れ
て
い
る

が
、
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
契
機
に
、
再
度
も
ろ
っ
こ

は
う
す
に
あ
る
村
産
材
展
示

室
と
観
光
協
会
事
務
所
を
入

れ
替
え
る
ま
た
と
な
い
チ
ャ

ン
ス
と
思
う
が
、
村
長
の
考

え
を
伺
う
。

西
川
村
長

　
　

現
在
運
営
し
て
い
る
ど

ん
こ
亭
と
の
関
係
上
、
し
い

た
け
の
館
か
ら
の
完
全
撤
退

は
で
き
な
い
。
ま
た
、
現
在

の
観
光
協
会
の
人
員
と
運
営

形
態
上
、
事
務
所
を
二
つ
持

つ
余
力
は
な
い
。

　

し
い
た
け
の
館
21
は
、
諸

塚
村
の
観
光
交
流
の
中
心
施

設
で
あ
り
、
そ
こ
に
事
務
所

を
置
い
て
い
る
意
味
は
大
き

く
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
「
協

創
の
森
・
諸
塚
」
の
中
核
を

担
う
組
織
と
し
て
、
観
光
事

業
を
推
進
す
る
こ
と
が
肝
要

と
考
え
る
。

黒
木
議
員

　
　

年
度
末
、
新
年
度
を
迎

え
、
毎
年
の
よ
う
に
住
宅
入

居
に
関
し
て
問
題
が
発
生
し

て
い
る
現
状
で
は
な
い
か
。

　

諸
塚
村
に
定
住
を
希
望
し

た
若
い
世
代
の
住
宅
の
確
保

が
必
要
で
は
な
い
か
。

西
川
村
長

　
　

村
営
住
宅
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
利
用
の
現
状
や
将

来
の
見
込
み
等
を
充
分
に
考

慮
し
て
整
備
す
る
考
え
で
あ

る
。

　

中
央
だ
け
で
な
く
地
域
で

も
、
山
村
定
住
住
宅
等
の
要

望
も
あ
り
、
分
散
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
進
め
た
い
。

岩
本
議
員

　
　

国
道
５
０
３
号
は
現

在
、
鶴
野
工
区
と
八
重
の
平

工
区
の
２
工
区
が
工
事
中
で

あ
る
。
ま
た
、
飯
干
ト
ン
ネ

ル
は
着
工
の
め
ど
も
立
っ
て

い
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。

５
０
３
号
の
改
良
促
進
の
今

後
の
取
組
み
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

西
川
村
長

　
　

国
道
５
０
３
号
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
道
路
の
技
術

的
基
準
等
に
基
づ
き
、
車
輌

の
安
全
性
や
走
行
性
、
ま

た
、
工
事
の
施
工
性
や
経
済

性
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し

な
が
ら
、
改
良
工
事
を
進
め

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
県
と

し
て
は
、
ま
ず
飯
干
ト
ン
ネ

ル
に
行
く
ま
で
の
区
間
の
整

備
を
段
階
的
に
進
め
た
い
と

の
方
針
で
あ
る
。

　

今
後
、
村
と
し
て
は
、
新

た
な
工
区
設
定
等
を
含
め
、

早
急
な
改
良
促
進
の
要
望
活

動
を
行
っ
て
い
き
な
が
ら
、

飯
干
ト
ン
ネ
ル
整
備
に
つ
い

て
も
粘
り
強
く
、
要
望
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
問

　
　
問

　
　
問

　
　
答　

　
問　

　
答

　
　
問　

　
答

　
　
答

　
　
答

堀
議
員

　
　

村
長
に
就
任
し
て
２
年

と
な
り
、
任
期
の
折
返
し
を

迎
え
た
こ
と
に
な
る
。
村
長

の
カ
ラ
ー
を
新
年
度
予
算
に

示
す
時
期
だ
と
考
え
る
が
、

本
村
の
課
題
を
ど
う
認
識

し
、
平
成
29
年
度
予
算
で
重

点
的
に
取
り
組
む
施
策
は
何

か
、
村
長
の
考
え
を
伺
う
。

西
川
村
長

　
　

村
政
を
進
め
る
う
え

で
、
村
民
の
「
安
心
安
全
の

確
保
」
「
産
業
振
興
イ
コ
ー

ル
所
得
の
向
上
」
「
福
祉
・

医
療
・
教
育
の
充
実
」
を
柱

に
こ
れ
に
は
序
列
は
な
く
、

ど
れ
も
が
重
要
な
も
の
で
、

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
施
策
展

開
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

村
民
の
皆
さ
ん
が
ど
う
し

た
ら
喜
ん
で
く
れ
る
か
、
価

値
あ
る
も
の
が
提
供
で
き
る

か
。
そ
し
て
、
小
さ
く
と
も

存
在
感
の
あ
る
村
づ
く
り
に

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ

と
が
肝
要
と
認
識
し
て
い
る
。

堀
議
員

　
　

３
年
後
開
催
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
施
設
に
、

本
村
の
F
S
C
認
証
材
が
使

用
さ
れ
る
可
能
性
と
、
今
後

の
取
組
み
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、

村
長
の
考
え
を
伺
う
。

西
川
村
長

　
　

木
材
の
積
極
的
な
使
用

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
施
設
に

も
、
森
林
認
証
材
が
使
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
私
も
直
接
、
隈
研
吾
事

務
所
を
訪
ね
、
諸
塚
村
産

F
S
C
認
証
材
の
利
用
を
お

願
い
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

関
連
施
設
も
複
数
あ
る
の

で
、
そ
れ
ら
の
施
設
も
含
め

て
、
引
き
続
き
宮
崎
県
の
協

力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
情
報
収

集
と
営
業
活
動
に
鋭
意
取
り

組
ん
で
い
る
。

堀
議
員

　
　

椎
茸
価
格
の
低
迷
に
生

産
意
欲
の
減
退
、
椎
茸
産
業

の
衰
退
が
懸
念
さ
れ
、
国
に

よ
る
椎
茸
緊
急
対
策
事
業
と

し
て
原
木
、
種
駒
に
対
す
る

支
援
が
行
わ
れ
た
が
、
今
年

度
を
も
っ
て
そ
の
支
援
が
な

く
な
る
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
か
っ
て
価
格
の
上
昇

が
期
待
さ
れ
る
今
、
生
産
意

欲
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

も
、
村
単
独
の
更
な
る
対
策

が
必
要
と
考
え
る
が
、
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
、
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

西
川
村
長

　
　

本
村
の
平
成
29
年
度
か

ら
の
椎
茸
産
業
へ
の
支
援

は
、
以
前
の
補
助
金
体
制
に

戻
す
こ
と
を
基
本
に
、
購
入

原
木
、
種
駒
購
入
へ
の
支
援

を
村
単
独
で
復
活
し
、
選
別

補
助
、
生
産
施
設
整
備
へ
の

補
助
を
継
続
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。
ま
た
、
新
た
に
村

単
独
事
業
と
し
て
、
国
よ
り

単
価
は
下
が
る
が
、
自
家
原

木
へ
の
補
助
金
の
追
加
を
提

案
し
て
お
り
、
椎
茸
振
興
基

金
も
活
用
し
、
村
費
で
の
補

助
金
を
増
額
し
て
予
算
計
上

し
て
い
る
。

中
田
議
員

　
　

村
の
保
有
す
る
基
金
を

今
後
、
こ
れ
以
上
積
み
増
し

て
い
く
の
か
。
目
標
と
す
る

額
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
の

位
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
将

来
に
お
い
て
計
画
さ
れ
る
事

業
を
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

西
川
村
長

　
　

財
政
的
な
運
用
と
し
て

は
、
当
初
・
補
正
予
算
に
お

い
て
、
財
源
に
不
足
が
生
じ

る
場
合
は
、
目
的
に
沿
っ
た

基
金
の
繰
入
れ
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
将
来
的
な
事
業
と

し
て
は
、
建
設
後
53
年
が
経

過
し
て
い
る
中
央
公
民
館
の

改
築
事
業
や
村
営
住
宅
等
の

耐
用
年
数
経
過
、
老
朽
化
に

伴
う
も
の
、
道
路
等
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
順
次
対
策
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
日
向
東
臼
杵
広

域
連
合
も
施
設
の
老
朽
化
や

次
期
最
終
処
分
場
の
整
備
も

検
討
さ
れ
て
お
り
負
担
金
の

高
騰
が
予
想
さ
れ
る
。
な

お
、
自
然
災
害
等
不
測
の
事

態
に
備
え
る
必
要
も
あ
る
。

中
田
議
員

　
　

本
村
に
お
い
て
の
今
後

の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
取

組
み
と
目
標
と
す
る
金
額
、

そ
の
使
途
に
つ
い
て
、
考
え

を
伺
う
。

西
川
村
長

　
　

今
後
も
、
専
用
サ
イ
ト

を
通
じ
て
普
及
に
努
め
な
が

ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
行
っ

た
方
の
趣
旨
に
反
し
な
い
よ

う
そ
の
使
途
に
充
分
留
意

し
、
村
政
に
反
映
す
べ
く
努

力
し
て
行
く
。
ふ
る
さ
と
納

税
の
目
標
額
は
定
め
て
い
な

い
が
、
今
後
と
も
地
道
に
取

組
み
た
い
と
思
う
。

　
　
問　

　
答

　
　
問　

　
答

　
　
問　

　
答
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そ
こ
が
聞
き
た
い

そ
こ
が
聞
き
た
い

歳入歳出予算に対する
質疑応答 （総括質疑）

歳入歳出予算に対する
質疑応答 （総括質疑）

歳入歳出予算に対する
質疑応答 （総括質疑）

（質疑）
　諸塚診療所について
　先生方が充実している今、村外で受診し
ている患者を諸塚に留めるよう呼びかける
必要があるのではないか。
答弁
　一次診療は諸塚診療所で受診しその後に
専門医へ紹介いただく流れを、機会ある度
会合等でお願いしている。

（質疑）
　大規模林道の景観について
　数少ない観光資源である展望箇所では、
近年木が太り過ぎて景色が見えなくなって
きている。
答弁
　木の成長により展望が阻害されている現
状がある。現地を確認して対策がとれれば
と思う。

（質疑）
　全国和牛能力共進会について
　今年度宮城県で行われる全国共進会への
支援をお願いしたい。
答弁
　諸塚村牛が県代表で全国共進会へ参加と
なれば、必要な予算措置はすべきだと思う。

（質疑）
　人手不足について
　若い人の労働力の確保が、これからの諸
塚村の産業振興の大きなカギになってくる
と思うが、人手不足に対するこれからの対
策は。
答弁
　しっかり生活ができる
所得の確保が一番の
前提である。対価に
見合った給与の改善
を図る必要がある。

（質疑）
　再造林について
　再造林と人手不足はリンクしていてこれ
からの大きな問題である。県も再造林、担
い手対策に本腰を構えはじめている。全国
森林環境税を再造林対策に持っていけない
か、これについての情報が入っていれば聞
かせていただきたい。
答弁
　全国森林環境税について平成３０年を目
標に方向性は示されている。全国の１００
０以上の創設連盟未加入自治体への加入を
呼びかけ、また山に関する林業再生に向け
た新聞報道等は、県民はもとより国民の皆
さんが山に関心を深めていただくいい機会
ではないかと思う。

（質疑）
　しいたけの館の利用について
　交流人口を増やすための村外者を受け入
れる施設も大切だが、村民が利用しやすい
施設にすることが最優先ではないか。
答弁
　みんなで使用できる施設を作ることには
慎重にならざるを得ないが、諸塚に住む人
の恩恵を一番に考えて、改善できるところ
は協議していきたい。

（質疑）
　村民体育大会について
　２年ごとの開催とかいう考えはないか。
答弁 教育長
　村民が一堂に会するスポーツ行事は村民
体育大会しかない。村の団結を維持すると
いうことを考える場合、できるだけ今のま
までやっていきたい。
答弁 村長
　子どもたちが楽しみにしている部分もあ
り、どういう方法が一番いいか今後の課題
として議論していきたい。

（質疑）
　　村観光協会の運営について
　発足当時役場にあった事務局を、今一度
企画課に戻し、一から出直した方がいいの
では。
答弁
　改善できる分はしっかり話し合いをし、
検討させていただきたい。

高
齢
者
社
会
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て

田原　尚美 議員

　
　
問　

　
答 田

原
議
員

　
　

こ
こ
数
年
で
大
幅
な
高

齢
者
層
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
。

　

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

る
と
い
う
村
民
全
体
の
意
識

の
改
革
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る

が
、
福
祉
の
充
実
を
図
り
安

心
安
全
な
社
会
を
築
い
て
い

く
た
め
に
、
村
と
し
て
ど
の

よ
う
に
取
組
ん
で
い
く
の
か

村
長
の
考
え
を
伺
う
。

西
川
村
長

　
　

高
齢
者
が
、
２
０
２
５

年
頃
ま
で
に
後
期
高
齢
者
に

達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
国

的
に
介
護
・
医
療
費
を
は
じ

め
と
す
る
社
会
保
障
費
が
急

増
す
る
こ
と
を
本
村
も
懸
念

し
て
い
る
。

　

平
成
29
年
度
の
予
算
で
は
、

「
子
育
て
対
策
」「
健
康
増
進

対
策
」「
高
齢
者
対
策
」
を
重

点
施
策
と
し
て
改
善
し
て
い

る
。

　
「
高
齢
者
対
策
」
で
は
、
長

距
離
運
転
の
負
担
軽
減
を
目

的
に
、
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
県
内
の
移
動
が
楽
に
で

き
る
よ
う
、
定
期
券
購
入
に

対
し
、
こ
れ
ま
で
の
助
成
額

の
拡
充
を
行
い
、
年
間
上
限

２
万
円
を
助
成
す
る
等
、
各

事
業
の
検
証
と
改
善
に
継
続

的
に
努
め
る
。
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村
内
の
通
学
路
の
調
査
に

つ
い
て
は
、
主
に
徒
歩
で
の

通
学
で
使
用
さ
れ
る
道
路
に

お
い
て
、
そ
の
安
全
性
が
確

保
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
中

心
に
実
施
し
た
。
昭
和
の
時

代
と
比
較
を
す
る
と
、
使
用

さ
れ
る
通
学
路
は
山
の
中
の

近
道
よ
り
も
、
車
の
通
る
広

い
道
路
を
集
団
で
登
下
校
し

て
い
る
様
で
、
車
輌
と
の
事

故
が
心
配
さ
れ
る
状
況
で
あ

る
。
特
に
諸
塚
中
学
校
の
場

合
、
生
徒
達
に
よ
る
朝
の
挨

拶
運
動
が
行
わ
れ
て
い
る
、

県
道
50
号
の
柳
原
バ
ス
停
か

ら
橋
を
渡
っ
て
正
門
ま
で
の

間
の
１
５
０
ｍ
位
は
、
ゆ
る

や
か
な
カ
ー
ブ
の
た
め
車
の

ス
ピ
ー
ド
も
出
や
す
く
、
早

い
時
期
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

設
置
要
望
し
た
い
場
所
で

あ
っ
た
。
ま
た
同
様
に
、
地

域
の
人
達
が
作
っ
た
物
か
、

国
道
５
０
３
号
の
只
石
バ
ス

停
の
待
合
所
も
改
修
の
急
が

れ
る
所
で
あ
る
。

　

ま
た
、
中
央
公
民
館
か
ら

村
体
育
館
ま
で
の
歩
道
は
、

木
製
の
防
護
柵
が
設
置
を
さ

れ
て
い
た
が
、
路
面
の
数
カ

所
に
鉄
筋
の
突
起
物
が
あ
っ

た
。
七
ツ
山
小
学
校
区
に
お

い
て
は
、
倒
木
に
よ
り
フ
ェ

ン
ス
の
破
損
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
教
育
委

員
会
に
お
い
て
双
方
と
も
即

座
の
対
応
処
置
を
行
っ
た

旨
、
報
告
を
受
け
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
毎
年
に
お
い
て
、

諸
塚
村
通
学
路
安
全
推
進
会

議
が
組
織
さ
れ
、
そ
の
中
で

通
学
路
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

基
づ
き
通
学
路
の
安
全
確
保

に
関
す
る
取
組
み
方
針
が
示

さ
れ
、
日
頃
か
ら
改
善
と
努

力
が
な
さ
れ
て
い
る
事
は
大

変
重
要
で
あ
り
、
高
く
評
価

す
べ
き
と
考
え
る
。

　

今
後
も
、
村
内
全
域
に
お

い
て
園
児
、
児
童
、
生
徒
の

す
べ
て
の
事
故
の
な
い
安
全

で
楽
し
い
通
学
路
の
確
保
に

向
け
て
、
関
係
機
関
の
連
携

体
制
を
さ
ら
に
密
に
し
な
が

ら
、
そ
の
活
動
に
期
待
を
申

し
上
げ
報
告
と
す
る
。

所
管
事
務
調
査
報
告

産
業
建
設
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
報
告

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

水
見
椎
茸
団
地
に
お
い
て

は
、
害
菌
、
特
に
ラ
ク
テ
ア 

オ
オ
ボ
タ
ン
タ
ケ
の
被
害
が

深
刻
で
あ
る
。
こ
の
害
菌

は
、
夏
場
の
高
温
多
湿
で
無

風
状
態
の
条
件
で
発
生
し
活

力
を
増
し
、
き
わ
め
て
汚
染

ス
ピ
ー
ド
が
早
い
の
が
特
長

だ
。

　

ま
た
、
い
っ
た
ん
発
生
す

る
と
団
地
全
体
の
消
毒
や
原

木
の
一
斉
撤
去
し
か
対
策
が

な
く
生
産
者
に
と
っ
て
厄
介

な
害
菌
で
あ
る
。
大
規
模
生

産
団
地
で
あ
る
水
見
椎
茸
団

地
に
お
い
て
は
、
夏
場
の
高

温
多
湿
な
条
件
に
加
え
長
年

同
じ
場
所
で
ホ
タ
木
づ
く
り

を
す
る
た
め
害
菌
に
汚
染
さ

れ
て
い
る
と
の
話
も
あ
り
、

早
急
な
対
策
が
必
要
で
あ
る

と
感
じ
た
。

　

次
に
、
椎
茸
生
産
に
お
い

て
数
々
の
受
賞
に
輝
く
村
内

屈
指
の
技
術
を
持
っ
て
い

る
、
日
与
川
和
志
氏
の
ホ
タ

場
を
視
察
し
た
。
椎
茸
生
産

ホ
タ
場
（
ハ
ウ
ス
）
に
入
る

と
見
事
な
ホ
タ
木
が
並
ん
で

お
り
採
取
の
時
に
使
う
鏡
や

計
測
器
が
備
え
ら
れ
、
品
評

会
に
向
け
て
の
意
欲
を
感
じ

た
し
だ
い
で
あ
る
。

　

石
原
バ
ル
椎
茸
団
地
に
お

い
て
は
、
駒
打
ち
作
業
の
最

中
だ
っ
た
が
、
２
台
の
駒
打

ち
機
や
運
搬
車
を
駆
使
し
、

団
地
入
所
者
が
協
力
し
合
い

な
が
ら
の
作
業
は
見
習
う
も

の
が
あ
っ
た
。

　

本
村
の
椎
茸
生
産
は
、
平

成
27
年
頃
か
ら
急
激
な
価
格

回
復
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、

こ
こ
数
年
植
菌
数
は
増
え
て

い
る
が
、
生
産
量
の
増
量
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
今
回
の

調
査
で
感
じ
た
こ
と
は
、
村

民
の
貴
重
な
収
入
源
で
も
あ

る
椎
茸
産
業
を
守
る
た
め
に

も
、
害
菌
対
策
は
急
務
で
あ

る
と
感
じ
た
。

通学路調査水見椎茸団地視察
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議 会 活 動 報 告

決算審査特別委員会

諸塚村診療所

本
岩

　

和
國

　

月
３

24

　　　　　　

　

　４月１４日、前触れもなく起こった熊本大分大震災、突然の事に数秒後に地震で
あることを理解するも、何の手立てもできず、沈静するのを祈るのみでした。
　自然災害の前には、私達人間の力は小さなものですが、安心安全な村づくりのた
め、災害に対する備えの強化を図る必要性を、再認識したところです。
　熊本、大分両県の一日も早い復興を願うと共に、犠牲となられました皆様の、ご
冥福を心よりお祈りいたします。

（編集委員）田原尚美　堀　英博　岩本國和　山本利夫

編 後集 記

議 会 活 動 報 告

予算審査特別委員会

予算審査特別委員会

月 日 行　事　名

第７１回諸塚村成人式

諸塚村消防出初式

日向地区諸塚村人会

日向市・東臼杵郡町村議会議員研修会

宮崎県町村議会時局講演会

産業建設常任委員会：所管事務調査

総務常任委員会：所管事務調査

県町村議会議長会定期総会

東臼杵郡議会議長会定期総会

議会運営委員会・議会全員協議会

平成29年第１回定例議会（〜１7日）

本会議

予算審査特別委員会

予算審査特別委員会

予算審査特別委員会

予算審査特別委員会（まとめ）

本会議（最終日）
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想
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想

田
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尚
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﹁
春
に
三
日
の
晴
れ
な
し
﹂
と
の
諺
ど
お
り
3
月

は
雨
続
き
で
肌
寒
い
日
が
続
き
ま
し
た
�
川
は
い
つ

に
な
く
水
量
が
増
し
�
七
ツ
山
流
域
最
初
と
な
る
小

原
井
神
社
春
祭
り
参
拝
の
際
は
�
眼
下
に
流
れ
る
小

原
井
川
の
ゴ
�
�
ゴ
�
�
と
い
う
音
に
自
然
の
力
強

さ
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
し
た
�

　

さ
て
予
想
だ
に
し
な
か
�
た
熊
本
�
大
分
大
地
震

か
ら
一
年
�
今
�
尚
約
4
7,
0
0
0
人
の
方
が
仮
設

住
宅
や
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
�
被
災
さ
れ

た
皆
様
の
一
日
も
早
い
復
旧
復
興
を
心
か
ら
祈
念
致

し
ま
す
�

　

今
�
世
界
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
自
然
の
脅
威
に
よ

る
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
�
国
内
に
お
い
て
も
北

海
道
の
大
水
害
で
ジ
�
ガ
イ
モ
が
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
�
店
頭
か
ら
製
品
が
消
え
た
と
い
う
報
道
が
さ

れ
て
お
り
ま
す
し
�
3
月
に
は
栃
木
県
の
那
須
町
で

起
き
た
雪
崩
で
多
く
の
尊
い
若
者
の
生
命
が
う
ば
わ

れ
て
い
ま
す
�

　

私
達
も
諸
塚
の
あ
の
平
成
17
年
の
大
災
害
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
�
日
頃
の
備
え
を

心
掛
け
た
い
も
の
で
す
�

●
●
●
●

　

﹁
春
に
三
日
の
晴
れ
な
し
﹂
と
の
諺
ど
お
り
三
月

は
雨
続
き
で
肌
寒
い
日
が
続
き
ま
し
た
�
川
は
い
つ

に
な
く
水
量
が
増
し
�
七
ツ
山
流
域
最
初
と
な
る
小

原
井
神
社
春
祭
り
参
拝
の
際
は
�
眼
下
に
流
れ
る
小

原
井
川
の
ゴ
�
�
ゴ
�
�
と
い
う
音
に
自
然
の
力
強

さ
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
し
た
�

　

さ
て
予
想
だ
に
し
な
か
�
た
熊
本
�
大
分
大
地
震

か
ら
一
年
�
今
�
尚
約
四
万
七
千
人
の
方
が
仮
設
住

宅
や
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
�
被
災
さ
れ
た

皆
様
の
一
日
も
早
い
復
旧
復
興
を
心
か
ら
祈
念
致
し

ま
す
�

　

今
�
世
界
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
自
然
の
脅
威
に
よ

る
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
�
私
達
も
諸
塚
の
あ
の

平
成
十
七
年
の
大
災
害
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
�
日
頃

の
備
え
を
心
掛
け
た
い
も
の
で
す
�

村
内
各
小
学
校
の

編 後集 記
　山笑う春。今年は村内各保育所、小中学校の入学式に美しい桜の開花が見られました。
　表紙の写真は、耳川広域森林組合諸塚支所事務所跡地のしだれ桜で観光協会にご提供い
ただきました。百彩の森づくりに認定された諸塚の山々の景色の移り変わりを、村民の皆
様と共に楽しみたいものです。
　今年度も読みやすい広報紙づくりに努めてまいります。
　ご愛読よろしくお願いします。

（編集委員）田原尚美　堀　英博　岩本國和　山本利夫


